
「
電
化
教
育
」
と
い
う
言
葉
は
耳
慣
れ
な
い
。
「
電
化
教
育
」
と
は
、
映
画
（
電
影
）
と
ラ
ジ
オ
放
送
（
播
音
）

を
用
い
た
教
育
メ
ソ
ッ
ド
を
指
し
、
一
九
三
六
年
に
中
華
民
国
の
教
育
界
の
名
士
が
討
論
し
て
創
作
し
た
名
称
で
あ
る
（
南
国
農
．

李
運
林
主
編
一
九
九
八
こ
一

0
)
。
今
日
の
中
国
で
も
、
視
聴
覚
教
材
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
「
電
化
教
育
」
は
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
教
育
部
に
電
化
教
育
雛
公
室
、
各
省
市
に
は
電
化
教
育
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
京
市
や
甘
粛
省
等
で
は
、
月
刊
誌

『
電
化
教
育
研
究
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

一
九
三

0
年
代
は
映
画
と
ラ
ジ
オ
に
よ
る
ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
で
あ
っ
た
。
成
立
し
た
ば
か
り
の
南
京
国
民
政
府
に
と
っ

て
、
識
字
率
の
低
さ
を
克
服
し
つ
つ
大
衆
教
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
電
気
メ
デ
ィ
ア
が
格
好
の
媒
体
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
教
育
の
世
界
に
も
映
画
の
影
響
は
及
び
、
一
九
三
二
年
に
南
京
で
中
国
教
育
電
影
協
会
が
成
立
し
た
。
一
方
、

日
本
人
に
と
っ
て

は
じ
め
に

抗
戦
教
育
に
変
質
す
る
中
華
民
国
の

「
電
化
教
育
」

一
九
三
二
年
十

貴

志

俊

彦
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一
、
中
国
に
お
け
る
映
画
教
育
、

一
月
十
三
日
故
孫
文
生
誕
の
日
を
期
し
て
南
京
の
中
央
放
送
局
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
三
年
の
間
に
、
江
蘇
、

雲
南
等
の
省
都
で
次
々
に
公
営
の
放
送
局
が
設
置
さ
れ
、
特
に
上
海
で
は
内
外
の
民
営
放
送
局
が
林
立
す
る
ま
で
に
な
っ
た
（
第
1

部
第
2
章
参
照
）
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
初
め
て
教
育
番
組
の
放
送
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
＼
四

0
年
代
に
始
ま
っ
た
「
電
化
教
育
」
は
、
今
日
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
共
通
す
る
教
育
メ
ソ
ッ
ド
の

源
流
で
あ
る
ほ
か
、
抗
戦
下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
に
果
た
し
た
政
治
性
が
内
包
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
初
期
的
動

向
を
検
証
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
幸
い
に
も
南
京
の
中
国
第
二
歴
史
橿
案
館
所
蔵
の
教
育
部
の
文
書
に
は
、

こ
れ
に
関
す
る
史
料
が
膨
大
に
あ
り
（
章
末
尾
の
参
考
資
料
）
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
さ
ら
に
重
慶
市
橿
案
館
所
蔵
の

関
連
文
書
で
補
足
し
な
が
ら
、
「
電
化
教
育
」
の
成
立
か
ら
戦
後
に
い
た
る
ま
で
の
全
貌
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

放
送
教
育
の
導
入

最
初
の
教
育
映
画
運
動
は
一
九
一

0
年
前
後
に
ド
イ
ツ
で
始
ま
り
、
二
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た
映
画
関
係
の
会
議
で
は

映
画
に
は
教
育
的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
二
年
後
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
初
め
て
国
際
的
な
教
育
映

画
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
映
画
利
用
の
た
め
の
国
際
会
議
の
必
要
性
や
、
政
府
及
び
公
共
団
体
の
支
援
に
よ

る
教
育
映
画
制
作
の
重
要
性
等
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
パ
リ
で
も
国
際
連
盟
の
も
と
に
国
際
活
動
写
真
委
員
会
が

発
足
し
、
学
校
教
育
、
民
衆
教
育
の
ほ
か
、
衛
生
や
農
業
等
、
社
会
・
実
業
教
育
に
お
け
る
映
画
の
利
用
が
唱
え
ら
れ
た
（
文
部
省

普
通
学
務
局
社
会
教
育
課
編
一
九
二
八
こ
一
〇
ー
ニ
―
‘
一
三
三
ー
一
三
四
）
。

こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
動
向
は
、
東
ア
ジ
ア
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
日
本
で
は
一
九
二
八
年
に
毎
日
新
聞
社
が
全
日
本
活
映
研

究
会
を
発
足
さ
せ
、
機
関
誌
『
映
画
教
育
』
を
創
刊
し
た
。
ま
た
、
文
部
省
は
映
画
教
育
の
講
習
会
を
主
催
し
て
、
二
十
集
に
お
よ
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む

し

や

(

ぶ
教
育
映
画
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
を
始
め
た
。
中
華
民
国
で
も
、
一
九
二
九
年
の
春
に
無
錫
の
省
立
江
蘇
教
育
学
院
が
、
中
国
で

初
め
て
映
画
教
育
（
原
語
は
電
影
教
育
）
の
実
施
に
着
手
し
て
、
そ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
導
入
を
試
み
た
。
つ
づ
い
て
金
陵
大
学
理
学
院
、

鎮
江
民
衆
教
育
館
、
徐
州
民
衆
教
育
館
等
で
も
、
一
九
三

0
年
代
初
頭
に
映
画
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
衆
教
育
館

と
は
、
昼
間
は
失
学
児
童
の
教
育
に
、
早
朝
ま
た
は
夜
間
に
は
失
学
男
女
の
民
衆
教
育
に
充
て
る
社
会
教
育
機
関
だ
っ
た
。

江
南
地
方
を
中
心
に
芽
生
え
た
映
画
教
育
が
全
国
化
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
だ
っ
た
。
一
九
三
一
年
十
二
月
一
日
か

ら
約
ニ
ヵ
月
間
、
国
際
連
盟
中
国
教
育
考
察
団

(
T
h
e
L
e
a
g
u
e
 o
f
 N
a
t
i
o
n
s
 for the R
e
f
o
r
m
 o
f
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 in C
h
i
n
a
)

が
中
国
を
訪
問
し
た
。
こ

の
考
察
団
が
上
海
、
北
京
、
天
津
で
お
こ
な
っ
た
調
査
、
講
演
、
上
映
会
が
中
国
社
会
に
も
た
ら
し
た
反
響
は
小
さ
く
は
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
団
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
イ
タ
リ
ア
国
立
教
育
映
画
館
長
A
・
サ
ル
デ
ィ
(A.
Sardi)

は
、
上
海
の
国
際
科
学
社
、

7

う

ン

ス

震
旦
大
学
、
中
法
工
学
院
、
中
法
大
学
薬
科
、
法
蘭
西
市
区
高
等
専
校
の
ほ
か
、
蘇
州
の
農
業
学
校
、
王
氏
学
校
、
東
呉
学
校
等
も

視
察
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
年
一
月
に
は
、
北
平
の
国
立
北
平
大
学
、
教
会
大
学
、
協
和
医
校
、
天
津
の
南
開
大
学
で

も
‘
氏
が
属
す
る
イ
タ
リ
ア
の
国
立
教
育
電
影
館
撮
影
の
映
画
を
上
映
し
、
講
演
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
考
察
団

は
う
ひ
ゃ
（
せ
ん
ち
ょ
う
は
（
れ
い
~

は
、
張
学
良
の
顧
問
G・

ド
ナ
ル
ド

(G.
D
o
n
a
l
d
)
、
財
政
部
長
宋
子
文
、
教
育
部
彰
百
川
、
南
開
大
学
学
長
張
伯
苓
等
と
も
会
見

し
て
い
る
。
考
察
団
に
よ
る
こ
う
し
た
活
動
が
功
を
奏
し
て
か
、
有
力
者
の
な
か
に
は
映
画
に
興
味
を
持
つ
者
も
あ
ら
わ
れ
、
そ
の

後
の
教
育
映
画
を
推
進
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
考
察
団
が
示
し
た
教
育
推
進
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
政
府
系
の
映
画
事
業
機
関
、

撮
影
機
関
の
設
置
、
普
及
機
関
と
し
て
の
映
画
巡
廻
団
、
学
校
や
商
業
映
画
館
の
重
視
等
は
、
そ
の
後
、
中
国
で
も
教
育
部
等
が

「
電
化
教
育
」
政
策
を
進
め
る
な
か
で
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
資
料
⑥
ニ
ー
八
一
九
三
三
こ
一
六
ー
三
二
、
三
七
ー
三
九
）
。

こ
の
考
察
団
の
訪
中
か
ら
半
年
ほ
ど
た
っ
た
一
九
三
二
年
七
月
、
冒
頭
で
あ
げ
た
よ
う
に
中
国
教
育
電
影
協
会
が
成
立
し
た
。
同

協
会
の
「
章
程
」
に
よ
る
と
、
発
足
の
主
旨
は
、
「
映
画
を
研
究
、
活
用
し
、
教
育
を
補
助
し
、
文
化
を
宣
揚
し
、
教
育
映
画
事
業

の
発
展
を
援
助
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
活
動
資
金
は
会
員
が
納
入
す
る
入
会
費
一
元
、
年
会
費
二
元
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
（
資
料
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⑥

-
I四

一
九
三
二
こ
ニ
―
―
-
、
三
五
）
。
さ
ら
に
、
「
電
影
の
教
育
化
、
教
育
の
電
影
化
」
を
目
的
と
し
て
、
国
産
映
画
の
制
作
に
重
点

ち
ん
り
つ
ふ

が
お
か
れ
た
。
協
会
の
常
務
理
事
だ
っ
た
陳
立
夫
は
、
こ
の
協
会
が
負
う
べ
き
使
命
と
し
て
、
「
民
族
精
神
の
発
揚
、
生
産
建
設
の

奨
励
、
科
学
知
識
の
扶
植
、
革
命
精
神
の
発
揚
、
国
民
道
徳
の
確
立
」
の
五
項
目
を
掲
げ
、
文
化
的
な
国
産
教
育
映
画
を
制
作
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
（
資
料
⑥
―
|
―
五
・
一
六
一
九
三
ニ
・
三
二
）
。
こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
い
て
協
会
は
、
「
首
都
風
景
」
「
西
湖
風

景
」
「
開
封
」
等
の
風
景
映
画
、
「
醤
油
」
「
調
味
粉
]
「
開
採
煤
磯
（
炭
鉱
開
拓
）
」
「
捷
姿
（
琺
瑯
）
」
「
破
璃
儀
器
（
ガ
ラ
ス
器
具
）
」
「
紫

砂
器
（
無
釉
陶
器
）
」
「
造
紙
」
「
陶
荒
（
陶
磁
器
）
」
「
蚕
糸
」
「
底
皮
（
ス
リ
ッ
。
ハ
）
之
製
造
」
等
の
産
業
映
画
、
「
農
人
之
春
」
「
中
国
体

育
」
「
防
毒
」
等
の
社
会
教
育
映
画
、
計
十
七
本
の
国
産
教
育
映
画
を
次
々
に
制
作
し
て
い
っ
た
。

翌
年
の
一
九
三
三
年
二
月
、
ロ
ー
マ
を
拠
点
と
す
る
国
際
連
盟
国
際
教
育
映
画
協
会
は
、
教
育
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
各
国
間
で
自
由

に
利
用
し
あ
う
と
の
方
針
に
基
づ
い
て
（
資
料
⑥
一
ー
一
―
―
九
三
二
こ
―
ニ
ー
ニ
四
）
、
中
国
と
の
合
作
を
希
望
し
、
中
国
教
育
電
影

協
会
を
中
国
側
の
代
表
機
関
と
し
て
認
定
し
た
。
中
国
教
育
電
影
協
会
は
、
首
都
南
京
を
活
動
拠
点
と
し
、
上
海
、
杭
州
、
青
島
、

済
南
、
罠
山
に
分
会
を
設
置
し
た
。
同
協
会
は
、
そ
の
年
の
五
月
に
南
京
で
第
一
回
の
年
次
大
会
を
開
催
し
、
つ
づ
け
て
第
二
回
は

上
海
、
第
三
回
は
杭
州
、
第
四
回
は
無
錫
、
そ
し
て
第
五
回
は
再
び
南
京
で
大
会
を
開
い
た
。
慮
溝
橋
事
変
が
勃
発
す
る
一
九
三
七

年
七
月
ま
で
に
計
五
回
の
大
会
を
開
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
中
国
教
育
電
影
協
会
は
国
産
映
画
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、
一
九
三
三
年
と
三
四
年
に
国
産
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
た
。
中
国
教
育
電
影
協
会
が
撮
影
し
た
十
七
本
の
映
画
に
加
え
、
協
会
が
米
国
等
か
ら
輸
入
し
各
省
市
の
教
育
庁
に
配
給
し
た

六
十
三
種
の
映
画
も
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
協
会
は
第
一
回
国
際
教
育
電
影
会
議
に
も
参
加
し
、
そ
の
と
き
朱
英
が
大

会
副
会
長
に
選
出
さ
れ
、
出
品
作
「
農
人
之
春
」
に
特
賞
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
栄
誉
を
受
け
た
。
こ
れ
を
機
に
世
界
は
中
華
民
国

の
教
育
映
画
に
も
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
中
国
体
育
」
等
が
欧
米
各
地
で
上
映
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
中
国
教
育
電
影
協
会
は
、

米
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
三
国
の
教
育
映
画
機
関
と
の
間
で
教
育
映
画
の
交
換
を
始
め
、
国
際
的
な
文
化
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
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表 1 上海巡廻教育映画統計

総回数
例： 1936年

1月 2月

大学 21 

゜
3 

学 中学 198 5 13 

小学 811 26 109 

校 その他 23 12 2 

計 1,053 43 127 

大 21 

゜
3 

上 中 201 5 13 
映

小 915 26 129 
回

数 その他 25 12 2 

計 1,162 43 147 

大 10,222 2,760 1,620 

観 中 84,501 12,900 6,562 

衆 小 363,476 72,400 60,120 

数 その他 79,630 88,060 190 

計 537,829 176,120 68,492 

注．・活動は 1935年2月10日から 1936年

2月まで。 1~2月の冬休みと 7月~8月

の夏休みは除く。

出典：徐公美「1年来之上海電影教育」（『中国

教育電影協会第五届年会特刊』 1936年、61頁）

な
っ
た
（
資
料
⑦

~
l
ー
ニ
）
。

こ
の
時
期
、
全
国
的
な
映
画
教
育
の
展
開
が
目
指
さ
れ
た
と
は
い
え
、
江
南
地
方
、
特
に
南
京
と
上
海
が
拠
点
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
詳
細
に
み
れ
ば
、
南
京
ー
上
海
、
上
海
ー
杭
州
ー
寧
波
、
南
京
ー
蕪
湖
、
安
徽
省
中
部
の
四
本
の
鉄
道
沿
線
地
域
に
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
把
握
で
き
る
。
江
蘇
省
で
は
、
一
九
三
四
年
秋
の
教
育
庁
令
に
よ
っ
て
、
省
立
江
蘇
教
育
学
院
に
映
写
機
、
発
電
機
、
撮

影
機
等
が
揃
え
ら
れ
、
そ
の
後
二
年
間
に
三
五

0
回
あ
ま
り
上
映
が
お
こ
な
わ
れ
、
約
三
十
万
人
の
観
衆
を
集
め
た
と
い
う
。
江
蘇

教
育
学
院
は
、
「
江
蘇
省
第
四
回
運
動
会
」
「
五
十
六
年
痛
史
」
、
さ
ら
に
ア
ニ
メ
等
を
撮
影
し
、
修
正
版
「
長
春
」
の
編
集
に
も
取
り

組
ん
だ
（
資
料
①
）
。
こ
の
う
ち
「
長
春
」
は
、
各
県
の
中
心
民
衆
学
校
に
識
字
教
育
の
必
要
性
を
伝
え
る
た
め
に
、
上
海
芸
華
公
司

が
制
作
し
た
映
画
「
黄
金
時
代
」
を
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
学
院
は
一
九
三
六
年
に
全
国
で
最
初
の
電
影
広
播

専

修

科

を

開

設

し

た

（

南

国

農

他

主

編

一

九

一

0
年
に
成
立
し
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
系
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
金
陵
大
学
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
基

金
や
教
育
部
の
補
助
を
受
け
、
そ
の
理
学
院
は

「
電
化
教
育
」
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
た
と

え
ば
、
同
学
院
が
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
、
研

究
分
野
を
反
映
し
て
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、

生
物
学
、
工
学
等
に
関
す
る
も
の
で
、
自
然
科

学
分
野
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
制
作
に
寄
与
し
た

一
九
四
一
ド
八
七
）
。

一
九
九
八
こ
一
0
)
。
こ
の
ほ
か
、

こ
う
し
た
定
点
的
な
映
画
上
映
だ
け
で
な
く
‘

巡
廻
式
の
映
画
教
育
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
表

1

『
中
国
文
化
情
報
』
二
十
八
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一
九
三
五
年
二
月
か
ら
一
年
間
、
上
海
の
学
校
を
巡
廻
上
映
し
た
際
の
統
計
で
あ
る
。
上
映
回
数
は
一
―
六
二
回
に
の
ぼ
り
、
延

ベ
五
十
四
万
人
弱
の
観
衆
を
動
員
し
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
巡
廻
映
画
の
上
映
の
中
心
は
、
特
に
小
学
校
に
お
い
て
で
あ
り
、
上
映

回
数
、
観
客
数
も
突
出
し
て
い
た
。

巡
廻
映
画
の
実
例
を
み
る
と
、
安
徽
省
の
ケ
ー
ス
が
確
認
で
き
る
。
安
徽
省
で
は
、
一
九
三
六
年
に
全
省
民
衆
教
育
輔
導
区
を
巡

廻
放
映
区
に
改
め
、
安
慶
、
蕪
湖
、
絆
埠
の
民
衆
教
育
館
で
巡
廻
上
映
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
放
送
教
育
（
原
語
は
播
音
教
育
）
に
つ
い

て
も
、
行
政
督
察
専
員
区
を
十
の
播
音
教
育
指
導
区
に
改
め
て
取
り
組
ま
れ
た
。
同
省
で
は
、
巡
廻
上
映
の
た
め
に
、
教
育
部
か
ら

配
給
さ
れ
た
「
首
都
」
「
国
貨
年
」
「
五
十
六
年
痛
史

j

「
皮
底
之
製
造
」
「
青
島
風
光
」
等
八
本
の
映
画
と
、
他
か
ら
購
入
し
た
二
十

本
の
映
画
、
そ
し
て
二
十
九
枚
の
レ
コ
ー
ド
と
、
映
写
機
三
台
、
発
電
機
二
台
等
の
機
器
が
用
意
さ
れ
、
一
九
三
七
年
三
月
か
ら
教

育
映
画
の
巡
廻
上
映
会
が
開
始
さ
れ
た
。
第
一
巡
廻
放
映
区
に
あ
る
合
肥
、
太
湖
等
十
九
県
で
は
合
計
三
十
二
回
、
第
二
区
で
あ
る

蕪
湖
等
二
十
の
県
で
は
九
十
六
回
、
第
三
区
で
あ
る
鳳
陽
等
二
十
二
県
で
は
三
回
、
そ
れ
ぞ
れ
上
映
会
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
（
資
料
①
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
活
動
か
ら
啓
発
さ
れ
、
江
南
地
方
で
は
新
し
い
教
育
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
利
用
に
先

行
し
て
教
育
映
画
の
利
用
が
は
か
ら
れ
た
。
上
映
さ
れ
た
教
育
映
画
の
内
容
を
み
る
と
、
五
四
新
文
化
運
動
以
来
の
科
学
思
想
や
実

業
教
育
の
啓
発
に
基
づ
く
活
動
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

ま、．
 

二
、
教
育
部
に
よ
る
全
国
的
な
「
電
化
教
育
」
の
実
施
と
社
会
教
育
の
重
視

一
九
三
五
年
六
月
、
南
京
国
民
政
府
教
育
部
が
「
装
設
無
線
電
収
音
機
塀
法
大
綱
（
ラ
ジ
オ
受
信
機
設
置
塀
法
大
綱
）
」
を
発
布
す
る

と
、
全
国
の
中
等
学
校
及
び
民
衆
教
育
館
に
お
い
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
同
年
十
月
、
教
育
部
が
始
め
た
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中
央
放
送
局
で
の
教
育
番
組
の
放
送
こ
そ
、
放
送
教
育
を
普
及
さ
せ
る
上
で
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
が
、
映
画
教
育
ほ
ど
組
織
、
だ
っ

た
対
応
が
取
ら
れ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
、
一
九
二
五
年
三
月
の
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
と
と
も
に
語
学
や
教
養
講

座
が
お
こ
な
わ
れ
、
三
五
年
か
ら
放
送
教
育
が
全
国
化
さ
れ
、
四
一
年
に
は
文
部
省
が
学
校
放
送
の
正
規
教
材
と
し
て
認
め
た
と
い

わ
れ
る
。
日
中
両
国
と
も
、
「
電
化
教
育
」
の
実
施
時
期
は
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
六
年
、
教
育
部
は
、
放
送
教
育
及
び
映
画
教
育
の
効
果
を
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
部
内
に
映
画
教
育
委
員
会
と

放
送
教
育
委
員
会
を
設
け
、
各
省
市
に
は
映
画
教
育
服
務
処
の
設
置
を
促
し
た
。
教
育
部
が
主
導
す
る
「
電
化
教
育
」
の
ね
ら
い

は
、
学
校
教
育
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
一
般
民
衆
を
対
象
と
す
る
社
会
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
教
育
部
は
ま
ず
一
九

三
六
年
に
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
「
各
省
市
実
施
電
影
教
育
塀
法
」
を
制
定
し
た
（
資
料
②
）
。

①
省
市
の
教
育
庁
局
ま
た
は
社
会
局
の
社
会
教
育
担
当
部
局
に
映
画
教
育
行
政
事
務
を
担
当
す
る
専
任
職
員
一
名
を
お
く
。

②
省
内
に
教
育
映
画
巡
廻
放
映
区
を
設
置
し
、
各
区
に
上
映
人
員
一
名
、
助
手
一
名
を
お
き
、
教
育
部
か
ら
無
料
で
教
育
映

画
、
家
庭
用
発
電
機
、
十
六
ミ
リ
映
写
機
の
提
供
す
る
。

③
鑑
賞
料
は
無
料
と
し
、
各
省
市
中
等
学
校
や
民
衆
教
育
館
で
上
映
し
、
映
画
館
で
は
毎
月
「
児
童
映
画
の
日
」
を
設
け
、
安

い
入
場
料
で
児
童
に
教
育
映
画
を
提
供
す
る
。

江
蘇
省
を
中
心
と
し
た
十
七
県
市
に
二
四
〇
あ
ま
り
の
巡
廻
放
映
区
が
成
立
し
た
。

江
蘇

そ
の
年
の
後
半
期
に
は
、
「
教
育
部
二
十
五
年
度
補
助
各
省
市
購
置
教
育
電
影
映
写
機
及
発
電
機
塀
法
」
「
各
省
市
電
化
教
育
人
員

（

ふ

い

る

む

）

（

だ

い

は

ん

）

服
務
塀
法
」
「
教
育
部
委
託
代
撮
教
育
影
片
雛
法
」
「
教
育
部
徴
求
教
育
電
影
劇
本
塀
法
」
等
の
「
電
化
教
育
」
関
係
の
法
令
が
相

次
い
で
公
布
さ
れ
た
（
資
料
①
）
。

こ
う
し
た
法
整
備
が
功
を
奏
し
て
、
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こ
の
時
期
ま
で
の

省
で
は
、
各
民
衆
教
育
区
補
導
機
関
が
「
電
化
教
育
」
を
担
当
し
、
実
施
区
の
中
心
町
の
ほ
か
、
各
県
の
中
心
学
校
、
郷
鎮
の
民
校

で
実
施
し
た
。
活
動
目
標
は
、
陳
立
夫
が
提
唱
し
た
民
族
精
神
の
発
揚
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
江
南
地
方
の
四
本
の
鉄
道
沿
線
で
始

ま
っ
た
「
電
化
教
育
」
の
活
動
は
、
交
通
が
比
較
的
便
利
な
長
江
中
流
域
の
河
南
、
浙
江
、
湖
北
等
の
各
省
へ
普
及
し
、
さ
ら
に
華

北
の
平
漢
、
北
寧
、
津
浦
の
三
路
線
沿
い
に
も
拡
大
し
た
。
各
省
教
育
庁
で
は
、
毎
区
一
名
を
選
抜
し
、
ニ
ヶ
月
間
の
訓
練
を
お

こ
な
っ
た
結
果
、
一
九
三
六
年
に
は
映
写
技
師
が
九
十
二
名
に
達
し
た
。
こ
う
し
た
成
果
を
み
て
、
一
九
三
七
年
度
計
画
で
は
訓
練

期
間
を
三
ヶ
月
に
延
長
し
、
七
月
二
十
日
か
ら
一
六

0
名
の
訓
練
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
資
料
①
）
。

教
育
映
画
の
需
要
が
急
増
す
る
一
方
で
、
教
育
フ
ィ
ル
ム
の
配
給
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
中
国

教
育
電
影
協
会
、
金
陵
大
学
理
学
院
、
衛
生
署
、
省
立
江
蘇
教
育
学
院
に
教
育
映
画
に
関
す
る
撮
影
を
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
計
画
は
各
撮
影
機
関
別
に
撮
影
分
野
を
分
け
る
と
い
う
案
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
教
育
電
影
協
会
は
中
学
生
用
の
生
物
や
工

業
、
金
陵
大
学
理
学
院
は
地
理
交
通
や
物
理
、
衛
生
署
は
中
学
生
用
の
健
康
教
育
や
生
理
衛
生
、
省
立
江
蘇
教
育
学
院
は
学
童
教
育

や
社
会
教
育
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制
作
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。
制
作
さ
れ
た
映
画
の
内
容
は
、
一
般
常
識
、
産
業
振
興
、
科
学

知
識
の
普
及
が
中
心
で
あ
り
、
視
聴
者
は
幼
稚
園
児
か
ら
社
会
人
ま
で
多
様
な
社
会
層
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
教
育
部
は
、
こ
れ
ら

国
産
の
教
育
映
画
を
無
償
で
各
地
の
教
育
庁
に
提
供
し
た
（
資
料
①
）
。
そ
れ
で
も
、
国
産
映
画
は
不
足
し
が
ち
で
、
こ
れ
を
補
う
た

め
に
海
外
か
ら
も
教
育
映
画
を
輸
入
し
た
。

教
育
映
画
は
、
国
産
で
あ
れ
、
輸
入
品
で
あ
れ
、
上
映
す
る
た
め
に
は
、
一
九
三
五
年
二
月
に
修
正
さ
れ
た
「
電
影
検
査
法
施
行
規

則
」
に
基
づ
い
て
中
央
映
画
検
査
委
員
会
の
検
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
検
閲
の
結
果
は
、
す
べ
て
委
員
会
の
『
公
報
』

で
公
表
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
六
年
十
二
月
、
上
海
に
支
店
を
置
く
コ
ダ
ッ
ク
社
が
「
海
底
生
物
」
「
新
聞
紙
の
製
造
」
等
十

二
本
の
映
画
を
一
年
間
上
映
す
る
た
め
に
中
央
映
画
検
査
委
員
会
宛
て
に
提
出
し
た
許
可
願
い
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
資
料
①
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
電
化
教
育
」
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
の
啓
蒙
的
な
教
育

第 1部 戦争とラジオ 128 



活
動
を
目
的
と
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
狭
西
省
の
事
例
は
注
目
に
値
す
る
。
同
省
で
は
、
一
九
三
七
年
に
関

中
区
四
十
一
県
、
映
北
区
二
十
八
県
、
映
南
区
二
十
三
県
の
三
つ
の
教
育
映
画
巡
廻
放
映
区
に
分
け
、
広
播
教
育
服
務
処
を
中
心
機

関
と
し
て
全
省
を
三
つ
の
放
送
教
育
指
導
区
に
分
割
し
た
。
西
安
を
含
む
関
中
区
は
活
発
だ
っ
た
が
、
映
南
区
は
交
通
・
運
輸
に
困

難
を
と
も
な
う
た
め
に
低
迷
し
、
映
北
区
は
地
理
的
条
件
が
災
い
し
て
取
り
残
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
一
九
三
七
年
六
月
に
は
、
先
進

地
域
だ
っ
た
関
中
区
で
一
五
四
回
、
そ
の
郷
鎮
地
域
で
一
回
上
映
会
が
開
か
れ
、
毎
回
二

0
0
0名
く
ら
い
の
観
衆
を
集
め
た
と
い

う
。
映
画
を
初
め
て
見
る
人
も
多
く
、
上
映
さ
れ
た
「
百
霊
廟
役
」
や
「
供
撒
鳥
」
は
観
衆
に
う
け
て
愛
国
心
を
高
め
る
の
に
効
果

が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
七
年
五
月
、
江
蘇
省
立
徐
州
教
育
館
で
は
、
全
国
で
初
め
て
巡
廻
施
教
車
が
利

用
さ
れ
た
。
巡
廻
施
教
車
は
、
映
画
、
放
送
、
診
療
、
図
書
閲
覧
等
を
お
こ
な
い
、
南
京
や
上
海
等
、
各
地
を
数
ヶ
月
間
か
け
て
巡

廻
し
て
効
果
を
あ
げ
た
。
た
だ
、
そ
の
台
数
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
工
作
地
域
は
限
ら
れ
て
い
た
（
資
料
①
）
。

と
も
あ
れ
、
巡
廻
工
作
用
の
十
六
ミ
リ
映
写
機
、
一
―

o
v交
流
発
電
機
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
、
幕
、
マ
イ
ク
等
を
持
ち
運
び
す

る
の
は
、
た
い
へ
ん
な
労
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
江
南
地
方
の
四
つ
の
鉄
道
沿
線
で
始
ま
っ
た
「
電
化
教
育
」
の
活
動
が
、

長
江
中
流
域
、
河
北
省
の
平
漢
、
北
寧
、
津
浦
各
線
路
沿
い
に
拡
大
し
た
こ
と
は
、
機
材
の
移
動
に
便
利
だ
っ
た
理
由
か
ら
で
も

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
地
域
的
偏
差
を
克
服
す
る
た
め
に
、
奥
地
で
の
「
電
化
教
育
」
普
及
も
計
画
さ
れ
た
。
雲
南
で
は
、
一
九
三
六

年
に
七
つ
の
巡
廻
電
映
区
に
あ
る
民
衆
教
育
館
等
で
、
映
写
機
四
台
、
発
電
機
三
台
、
教
育
映
画
六
十
巻
を
使
っ
て
教
育
映
画
が
上

映
さ
れ
た
。
西
康
省
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
の
宥
和
を
促
す
た
め
に
、
教
育
部
が
ラ
ジ
オ
受
信
機
五
台
、
映
写
機
一
台
、
発
電
機
各

一
台
を
提
供
し
た
。
同
省
の
巡
廻
放
映
区
で
は
、
康
定
等
四
県
を
第
一
区
、
道
学
ほ
か
八
県
を
第
二
区
、
理
化
等
五
県
を
第
三
区
と

し
、
民
衆
へ
の
啓
蒙
教
育
の
た
め
に
教
育
映
画
院
、
教
育
映
画
巡
廻
宣
講
団
が
組
織
さ
れ
た
。
南
モ
ン
ゴ
ル
の
緩
遠
で
も
、
一
九
三

六
年
末
暫
定
的
な
も
の
な
が
ら
教
育
映
画
巡
廻
区
が
指
定
さ
れ
、
翌
年
六
月
ま
で
補
助
経
常
経
費
と
し
て
毎
月
一

0
0元
が
支
給
さ

れ
、
映
写
機
一
台
、
発
電
機
一
台
を
用
い
て
、
教
育
部
か
ら
配
給
さ
れ
た
教
育
フ
ィ
ル
ム
「
五
十
六
年
痛
史
」
や
「
防
毒
」
等
が
上
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映
さ
れ
た
（
資
料
①
）
。
こ
れ
ら
奥
地
に
対
す
る
「
電
化
教
育
」
の
推
進
は
、
南
京
国
民
政
府
に
よ
る
抗
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
浸
透
さ

せ
る
た
め
で
あ
り
、
民
族
分
離
活
動
を
阻
止
す
る
目
的
も
あ
っ
て
、
政
治
的
統
合
の
た
め
の
内
向
き
の
政
策
の
手
段
の
―
つ
で
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

慮
溝
橋
事
変
勃
発
以
前
は
、
以
上
の
よ
う
に
映
画
教
育
に
相
当
な
成
果
が
見
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
教
育
部
は
放
送
教
育
を
軽
視
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
間
に
、
映
西
、
甘
粛
、
青
海
、
新
彊
、
貴
州
、
西
康
、
四
川
、
湖
北
、
湖

南
、
福
建
、
雲
南
、
浙
江
、
安
徽
、
河
南
、
広
西
、
広
東
等
十
八
の
省
に
直
流
式
ラ
ジ
オ
受
信
機
一
四
一

0
台
を
配
布
し
て
い
た
。

ま
た
、
受
信
機
用
の
電
池
に
つ
い
て
は
、
教
育
部
が
建
設
委
員
会
電
機
製
造
廠
か
ら
購
入
し
、
そ
の
購
入
費
用
を
全
額
免
除
、
半
額

免
除
、
四
分
の
一
免
除
に
分
け
て
各
省
市
に
配
布
し
た
（
資
料
①
）
。
こ
う
し
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
や
電
池
の
配
給
を
受
け
た
省
市
政
府

は
、
一
九
三
六
年
公
布
の
「
各
省
市
実
施
播
音
教
育
僻
法
」
に
基
づ
い
て
、
放
送
教
育
を
推
進
す
る
担
当
機
関
と
し
て
広
播
教
育
服

務
処
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
放
送
教
育
指
導
区
を
設
け
、
各
区
に
指
導
員
一
名
を
置
い
た
。
さ
ら
に
、
放
送
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
自
主
制
作
番
組
を
放
送
す
る
ほ
か
、
中
央
放
送
局
の
教
育
番
組
を
中
継
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
（
教
育
部
社
会
教
育

一
九
三
九
こ
二
）
。

放
送
教
育
の
推
進
に
積
極
的
だ
っ
た
浙
江
省
は
、
一
九
三
七
年
に
全
省
を
四
つ
の
放
送
教
育
指
導
区
に
分
け
、
各
区
の
中
等
学

校
、
民
衆
教
育
館
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
配
布
し
た
。
さ
ら
に
、
同
省
教
育
庁
は
浙
江
省
電
話
局
放
送
無
線
局
と
の
協
力
で
、
週
一
、

二
回
程
度
「
民
衆
教
育
」
「
国
文
史
地
」
「
軍
事
教
育
」
と
い
っ
た
教
育
番
組
を
放
送
す
る
等
の
計
画
を
た
て
た
（
資
料
①
）
。
ま
た
、

第
二
省
学
区
教
育
電
影
巡
廻
隊
は
、
一
九
三
七
年
三
月
か
ら
一
ヶ
月
あ
ま
り
の
間
に
、
省
下
で
三
十
二
回
に
わ
た
り
「
我
憫
的
首

都
」
「
衣
和
手
瞼
之
清
潔
」
「
西
湖
風
景
」
「
春
日
」
等
の
教
育
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
会
を
お
こ
な
い
、
計
二
万
八

0
0名
の
観
衆
を
集

め
た
と
い
う
（
資
料
①
）
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
放
送
教
育
の
推
進
は
、
教
育
部
か
ら
の
補
助
金
に
頼
っ
て
お
り
、
そ
の
定
着

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

司
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三
、
日
中
戦
争
勃
発
を
契
機
と
し
た
「
抗
戦
教
育
」
の
導
入

戦
争
勃
発
の
影
響

一
九
三
七
年
夏
、
慮
溝
橋
事
変
に
つ
づ
い
て
上
海
事
変
が
起
こ
る
と
、
江
南
地
方
の
多
く
の
市
県
教
育
庁
は
「
電
化
教
育
」
が
一

定
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
起
こ
っ
た
。
中
国
教
育
電
影
協
会
上
海

分
会
は
、
上
海
市
郊
外
各
地
の
難
民
収
容
所
を
巡
廻
し
て
上
映
す
る
こ
と
に
し
た
結
果
、
一
九
三
七
年
に
は
五
四
二
の
機
関
で
六
八

二
回
も
上
映
を
お
こ
な
い
、
観
衆
の
総
数
は
延
べ
三
十
四
万
四
五
五

0
人
に
達
し
た
。
た
だ
こ
の
活
動
も
、
翌
年
に
は
回
数
が
減

り
、
一
九
三
九
年
に
は
一

0
四
の
機
関
で
の
上
映
回
数
は
ニ
―
一
回
に
と
ど
ま
り
、
観
衆
の
総
数
も
四
万
三

0
0
0人
程
度
に
激
減

し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四

0
年
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
巡
廻
活
動
は
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
資
料
⑦
~
一
四
ー
一
五
）
。

戦
争
が
激
化
す
る
と
、
戦
場
と
な
っ
た
各
地
域
で
は
、
省
都
の
移
転
を
迫
ら
れ
、
ま
た
江
南
地
方
の
高
等
教
育
機
関
も
奥
地
ま
た

は
地
方
に
移
転
し
た
。
徐
州
や
鄭
州
で
の
上
映
会
で
は
、
延
べ
十
数
万
の
観
衆
を
集
め
た
と
い
う
が
、
総
じ
て
「
電
影
教
育
」
の
推

進
は
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
。
た
と
え
ば
、
江
蘇
教
育
学
院
は
無
錫
か
ら
広
西
省
桂
林
に
移
り
、
社
会
教
育
、
農
業
教
育
の
両
学
系

を
設
置
し
、
労
作
専
修
科
を
改
組
し
て
農
業
教
育
専
修
科
を
附
設
し
た
た
め
、
「
電
化
教
育
」
か
ら
は
遠
の
い
た
。
首
都
南
京
も
、

一
九
三
七
年
十
二
月
に
陥
落
す
る
と
、
官
民
の
諸
機
関
・
組
織
は
長
沙
へ
移
動
し
て
以
降
、
同
地
で
は
戦
後
ま
で
「
電
化
教
育
」
が

再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
山
東
省
で
は
省
都
陥
落
後
、
「
電
化
教
育
」
の
経
費
が
不
足
し
て
事
業
は
頓
挫
し
た
し
、
徐
州
で

は
陥
落
直
前
に
同
地
の
教
育
館
及
び
徐
州
放
送
局
の
設
備
機
器
を
漢
口
、
さ
ら
に
重
慶
北
硝
等
に
移
管
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
電
化

教
育
」
の
続
行
は
困
難
で
あ
っ
た
。
湖
北
省
で
も
、
同
年
十
月
に
武
漢
三
鎮
が
陥
落
す
る
と
、
政
府
機
関
は
移
転
し
、
「
電
化
教
育
」

活
動
は
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
山
西
省
の
教
育
庁
は
、
一
九
三
七
年
十
月
太
原
か
ら
山
西
科
学
館
の
器
具
を
搬
送
し
、

翌
月
運
城
に
移
転
、
さ
ら
に
翌
年
三
月
に
は
宝
鶏
県
、
十
一
月
に
は
城
固
県
に
ま
で
移
動
し
た
が
、
電
源
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
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「
全
国
社
会
教

な
っ
て
「
電
化
教
育
」
は
進
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
緩
遠
省

で
も
、
一
九
三
七
年
秋
に
省
都
を
綬
遠
西
部
に
移
転
さ
せ
て
か
ら

「
電
化
教
育
」
は
ス
ト
ッ
。
フ
し
た
（
資
料
①
）
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
軍
の
侵
攻
と
と
も
に
、
各
地
の
「
電
化
教

育
」
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
重
慶
に
移
っ
た
国
民
政
府

印
は
、
一
九
三
七
年
十
二
月
中
央
広
播
事
業
管
理
処
の
管
轄
を
国
民

7
 

年
党
の
中
央
執
行
委
員
会
か
ら
中
央
宣
伝
部
に
移
し
、
翌
年
三
月
わ

94

ず
か
一

0
k
W
と
い
う
出
力
で
中
央
放
送
局
に
よ
る
中
波
放
送
を

、
再
開
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
抗
戦
に
向
け
た
民
衆
動
員
を
は
か
る

会

た
め
、
社
会
教
育
の
あ
り
方
が
全
面
的
に
改
革
さ
れ
た
。
従
来
ど

協版
局
廿
お
り
教
育
部
社
会
教
育
司
が
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、
あ
ら

送

送
澤
戸
た
に
「
電
化
教
育
」
に
従
事
し
て
い
た
映
画
教
育
委
員
会
、
放
送

教
育
委
員
会
等
の
各
種
委
員
会
や
、
中
央
社
会
教
育
機
関
等
の
巡

中

日

鱈

号6

廻
宣
伝
団
体
も
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

叫

11

戦
時
下
、
社
会
教
育
機
関
の
主
要
な
活
動
は
、
ラ
ジ
オ
や
壁
新

区

巻

聞
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
等
を
利
用
し
て
、
戦
況
を
周
知
し
、
傷
兵
の

の
第

送

j

慰
問
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
抗
戦
映
画
の
制
作
や
巡
廻

放

送
の

放

上
映
、
青
年
ラ
ジ
オ
自
習
講
座
の
放
送
等
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

国
•

民噸
国
一
九
三
八
年
十
二
月
に
、
教
育
部
社
会
教
育
司
は
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育
機
関
戦
時
工
作
大
綱
j

を
策
定
し
、
民
族
意
識
の
向
上
、
抗
戦
精
神
の
喚
起
、
自
衛
・
防
空
・
防
毒
の
指
導
、
社
会
秩
序
維
持
の

た
め
の
訓
練
実
施
を
目
的
と
し
、
抗
戦
意
識
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
『
中
国
文
化
情
報
』
＋
四
一
九
三
九
二
立
三
）
。

国
産
教
育
映
画
制
作
へ
の
シ
フ
ト

一
九
三
九
年
春
、
第
三
次
全
国
教
育
会
議
の
際
、
教
育
部
が
提
案
し
た
「
社
会
教
育
改
進
方
案
」
が
通
過
し
た
。
同
案
の
骨
子

は
、
①
社
会
教
育
機
関
の
増
設
、
②
文
盲
の
一
掃
及
び
民
族
意
識
の
発
揚
、
抗
戦
建
国
力
量
の
増
強
、
③
「
電
化
教
育
」
の
推
進
、

④
戦
区
社
会
教
育
人
材
の
救
済
と
各
種
巡
廻
教
育
団
の
推
進
、
⑤
国
民
体
育
の
重
視
、
⑥
家
庭
教
育
の
推
進
等
、
十
二
項
目
に
わ

た
っ
た
。
特
に
「
電
化
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
各
郷
鎮
、
聯
保
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
設
置
し
、
教
育
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
を
民
衆
に
聴

取
さ
せ
る
と
と
も
に
、
電
影
教
育
巡
廻
施
教
区
を
増
設
し
、
映
写
機
一
台
を
設
置
し
て
各
県
下
の
各
村
鎮
に
施
教
す
る
こ
と
等
が
提

案
さ
れ
た
（
「
重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況

J

(
l
)
一
九
四
一
；
九
七
—
九
八
）
。
た
だ
上
映
用
フ
ィ
ル
ム
は
ま
っ
た
く
不
足
し
て
お
り
、
成
都

で
は
「
我
門
的
首
都
」
「
防
毒
」
「
民
族
痛
史
」
の
三
種
類
の
教
育
映
画
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
上
海
、
香
港
の
事
業
者
に
、

生
物
、
物
理
、
化
学
等
二
四

0
0元
分
の
映
画
の
購
入
あ
る
い
は
ダ
ビ
ン
グ
を
発
注
し
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
到
着
が
遅
れ
、
と
き
に

は
届
か
な
か
っ
た
た
め
、
不
足
は
解
消
で
き
な
か
っ
た
（
中
国
教
育
電
影
協
会
総
務
組
一
九
四
四
こ
―
―
)
。

ま
た
、
こ
の
全
国
教
育
会
議
で
は
、
「
辺
瞳
教
育
実
施
方
案
」
が
修
正
通
過
さ
れ
、
辺
彊
地
区
に
お
け
る
中
小
学
校
の
増
設
や
、

ら

じ

お

初
等
教
員
の
養
成
、
師
範
学
校
の
設
立
等
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
教
育
部
は
、
一
九
三
九
年
六
月
制
定
の
「
増
設
後
方
収
音
機
推
行

方
案
」
等
に
基
づ
き
、
辺
彊
教
育
を
強
化
す
る
た
め
、
四
川
、
雲
南
等
奥
地
に
辺
彊
教
育
工
作
団
を
派
遣
し
、
国
民
党
に
よ
る
抗
戦

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
宣
伝
に
努
め
よ
う
と
し
た
（
『
中
国
文
化
情
報
』
二
十
八
一
九
四
一
こ
九
八
ー
九
九
）
。

重
慶
に
移
っ
た
中
国
教
育
電
影
協
会
は
、
一
九
三
八
年
十
一
月
、
第
六
回
の
年
会
を
重
慶
川
東
師
範
学
校
で
開
催
し
た
。
こ
の
と

き
、
中
国
教
育
学
術
団
体
第
一
期
聯
合
年
会
と
の
共
催
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
聯
合
年
会
に
参
加
し
た
の
は
、
中
国
教
育
学
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会
、
中
華
児
童
教
育
社
、
中
華
職
業
教
育
社
、
中
国
社
会
教
育
社
、
中
国
教
育
映
画
協
会
、
中
国
衛
生
教
育
社
、
中
華
刊
行
教
育
研

究
会
、
中
国
測
験
学
会
、
中
国
心
理
衛
生
協
会
、
中
華
圏
書
館
協
会
、
中
華
体
育
学
会
、
中
国
民
生
教
育
学
会
の
十
二
団
体
だ
っ

た
。
こ
の
年
会
で
は
、
「
抗
戦
建
国
」
の
た
め
に
国
産
映
画
の
撮
影
を
主
要
目
標
と
し
た
ほ
か
、
戦
時
下
に
お
い
て
映
画
教
育
を
い

か
に
積
極
的
に
活
用
す
る
か
も
話
し
合
わ
れ
た
（
中
国
教
育
電
影
協
会
総
務
組
一
九
四
四
~
一
三
ー
一
四
）
。

こ
う
し
て
、
中
国
教
育
電
影
協
会
は
、
教
育
部
か
ら
映
写
機
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
、
教
育
フ
ィ
ル
ム
「
防
毒
」
「
防
空
」
各
二

セ
ッ
ト
を
譲
り
う
け
、
ま
た
重
慶
に
移
転
し
て
き
た
金
陵
大
学
理
学
院
の
協
力
を
得
て
映
画
教
育
を
再
開
さ
せ
た
。
上
映
す
る
フ
ィ

ル
ム
は
、
従
来
の
よ
う
に
生
物
、
物
理
、
化
学
の
三
部
門
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
た
に
抗
戦
教
育
も
加
え
ら
れ
た
。
協
会
は
、
重
慶
の

北
硝
、
合
川
、
成
都
、
萬
県
で
上
映
し
た
が
、
萬
県
は
一
九
三
八
年
の
う
ち
に
中
止
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
地
点
で
は
上
映
回
数
は
増

加
し
た
が
、
三
九
年
春
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
物
価
高
騰
、
教
育
映
画
や
機
器
不
足
、
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
四
一
年
以

降
は
頭
打
ち
と
な
っ
た
（
『
抗
戦
以
来
之
中
国
教
電
協
会
』
油
印
出
版
年
不
明
ニ
ニ
ー
四
）
。

さ
ら
に
、
中
国
教
育
電
影
協
会
は
、
四
川
省
教
育
庁
か
ら
撮
影
補
助
費
一
万
元
を
得
て
、
金
陵
大
学
と
共
同
で
教
育
フ
ィ
ル
ム
撮

が

び

さ

ん

じ

こ

う

せ

い

え

ん

製
委
員
会
を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
孫
明
経
に
「
峨
眉
山
」
「
自
貢
井
塩
]
を
‘
段
天
育
に
「
川
西
南
区
」
等
を
撮
影
さ

せ
た
。
ま
た
、
同
協
会
は
中
央
映
画
撮
影
場
と
共
同
で
、
「
教
材
広
輯
」
と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
し
て
、
「
西
北
風
物
誌
」
「
紙

は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
か
」
を
撮
影
し
た
（
中
国
教
育
映
画
協
会
総
務
組
一
九
四
四
二
四
）
。
表

2
の
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
以

降
、
国
産
教
育
映
画
の
制
作
機
関
、
撮
影
フ
ィ
ル
ム
の
数
は
増
え
た
も
の
の
、
一
九
三
九
年
に
は
ピ
ー
ク
を
む
か
え
た
。
こ
れ
ら
の

映
画
の
う
ち
、
北
京
語
よ
り
も
広
東
語
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
は
海
外
華
僑
向
け
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
確
か
な
理
由
は
わ
か
ら

な
い
。一

九
三
九
年
十
月
、
中
国
教
育
電
影
協
会
は
教
育
映
画
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
羅
明
祐
候
補
監
事
ら
を
香
港
に
派
遣
し
て
、

-}．
9
さ

(

十
二
月
十
二
日
に
香
港
分
会
を
成
立
さ
せ
た
。
香
港
分
会
は
、
中
央
映
画
撮
影
場
制
作
の
「
重
慶
大
轟
炸
」
を
米
国
の
配
給
会
社
に
斡
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表 2 国産教育フィルムの増加

1937.6-12 1938 1939 1940.1-6 

制作組織 29 37 75 39 

フィルム数 66 139 193 83 

国語 23 64 74 35 

広東語 43 75 119 48 

フィルム長 (m) 508,573 958,247 1,660,268 693,603 

（出典：『抗戦以来之中国教電協会』油印、出版年不明）

旋
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
が
米
国
の

T
V
番
組
「
Today's
N
e
w
s
」
で
流
さ
れ
た
た
め
、
米
国
全
国
に
重
慶
爆
撃
の
実
態
を
知
ら

し
め
、
反
響
を
巻
き
起
こ
し
た
。
実
際
、
一
九
四

0
年
五
月
か
ら
四
ヶ
月
つ
づ
い
た
重
慶
空
爆
の
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
。
学
校
は
重
慶

郊
外
に
移
転
し
た
ほ
か
、
電
源
供
給
、
交
通
関
係
、
映
画
、
ガ
ソ
リ
ン
、
物
価
上
昇
等
の
原
因
に
よ
り
「
電
化
教
育
」
は
ス
ト
ッ
。
フ
し

た
。
さ
ら
に
、
重
慶
及
び
周
辺
地
区
に
お
け
る
教
育
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
も
、
国
産
映
画
の
制
作
が
滞
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
映
画
教
育
の

行
方
は
低
迷
し
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
教
育
映
画
協
会
は
そ
の
活
動
の
拠
点
を
南
方
に
移
し
、
一
九
四
一
年
三
月
に
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
で

羅
明
祐
と
香
港
分
会
監
事
呉
鉄
城
と
が
地
元
の
映
画
同
業
会
の
賛
同
を
得
て
、

分
会
を
結
成
さ
せ
る
計
画
を
た
ち
あ
げ
た
（
中
国
教
育
電
影
協
会
総
務
組

放
送
教
育
の
再
開

重
慶
に
移
っ
た
教
育
部
は
抗
戦
教
育
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
中
央
放
送
局
、
金
陵
大

学
理
学
院
と
の
協
力
関
係
を
強
化
し
た
。
四
川
省
で
は
、
成
都
、
重
慶
、
西
部
、
東
部
と
い
う

管
轄
区
に
分
け
、
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
各
区
の
広
播
教
育
服
務
処
が
活
動
を
開
始
し
、
一
三

五
県
に
一
台
ず
つ
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
配
給
し
た
。
ま
た
、
奥
地
で
の
教
育
放
送
の
内
容
も
再
検

討
さ
れ
た
。
放
送
時
間
は
、
当
初
毎
週
三
回
、
お
お
よ
そ
十
五
分
ず
つ
で
、
そ
の
内
容
は
、
児

童
教
育
、
青
年
教
育
、
公
民
教
育
、
科
学
教
育
、
衛
生
教
育
、
国
民
教
育
、
芸
術
教
育
、
国
語

教
育
、
辺
彊
教
育
、
戦
区
教
育
、
史
地
教
育
、
教
育
ニ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
分
野

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
重
慶
国
民
政
府
へ
の
求
心
力
を
高
め
、
抗
戦
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
、

あ
ら
た
に
辺
謳
教
育
、
戦
区
教
育
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
（
資
料
①
）
。

一
九
三
八
年
四
月
、
中
央
放
送
局
X
G
O
A
局
は
、
年
末
に
か
け
て
一

0
k
W
、
周
波
数
一
四

一
九
四
四

シ
ン
ガ
ボ
ー
ル

一五）。
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五
0
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
中
波
で
月
、
水
、
金
曜
の
午
後
七
時
か
ら
二
十
分
間
の
放
送
を
開
始
し
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
不
足
か
ら
放
送

内
容
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
十
二
月
の
放
送
で
は
二
日
と
五
日
に
「
抗
戦
期
間
中
の
婦
女
訓
練
問
題
」
、
七

日
と
九
日
に
「
抗
戦
期
中
の
民
衆
服
飾
改
良
問
題
」
、
十
二
日
と
十
四
日
に
「
戦
時
利
得
税
の
意
義
」
、
十
六
日
、
十
九
日
、
二
十
一
日

に
「
中
華
民
族
発
展
略
史
」
、
二
十
三
日
と
二
十
六
日
に
「
民
衆
健
康
教
育
問
題
」
、
二
十
八
日
と
二
十
九
日
に
「
日
本
経
済
の
危
機
」

が
そ
れ
ぞ
れ
放
送
さ
れ
た
。
翌
年
一
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
中
央
放
送
局
は
放
送
日
を
一
日
減
ら
し
、
月
曜
日
と
水
曜
日
の
二
回
と

し
、
時
間
も
十
九
時
三
十
分
か
ら
十
五
分
間
に
縮
め
た
（
資
料
①
）
。
こ
の
時
点
で
は
、
重
慶
国
民
政
府
が
放
送
教
育
に
寄
せ
る
期
待
値

は
、
映
画
教
育
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
か
っ
た
と
い
え
る
。

ラ
ジ
オ
放
送
教
育
の
重
点
化

一
九
四

0
年
三
月
、
南
京
に
成
立
し
た
注
精
衛
を
首
班
と
し
た
南
京
国
民
政
府
に
対
抗
し
て
、
蒋
介
石
を
首
班
と
す
る
重
慶
国
民

政
府
は
、
第
一
部
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
短
波
に
よ
る
国
際
放
送
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、
注
精
衛
に
よ
る
政
権
の
「
正
統
性
」
の
主

張
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
。
同
時
に
、
国
内
世
論
形
成
の
た
め
に
、
教
育
部
社
会
教
育
会
議
を
開
催
し
、
一
電
化
教
育
」
行
政
を
改

革
す
る
策
を
練
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
年
の
春
、
重
慶
の
教
育
部
は
「
国
民
教
育
実
施
綱
領
」
を
公
布
し
た
。
国
民
教
育
と
は
、
も
と

も
と
義
務
小
学
や
民
衆
教
育
館
に
お
い
て
文
盲
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
あ
ら
た
に
「
民
族

意
識
、
国
家
観
念
、
国
民
道
徳
の
培
養
及
び
心
身
健
康
の
訓
練
、
且
つ
自
衛
自
治
の
能
力
と
生
活
必
須
の
知
識
技
能
の
養
成
」
を
目

標
と
す
る
等
、
全
面
的
に
改
革
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
施
行
機
関
は
、
各
郷
鎮
に
設
置
す
る
中
心
学
校
や
民
衆
教
育
館
で

あ
っ
た
（
「
重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況
」
(
-
)
一
九
四
一
；
九
五
）
。

と
こ
ろ
が
、
空
爆
が
激
化
し
、
各
種
設
備
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
映
画
教
育
は
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。
グ
ラ
フ
ー
で
は
、

映
画
教
育
の
規
模
が
一
九
三
九
年
に
前
年
比
二
倍
以
上
に
拡
大
し
た
の
に
比
べ
て
、
四

0
年
以
降
は
頭
打
ち
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
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が
う
か
が
え
る
。
特
に
一
九
四

0
年
七
月
に
中
国
教
育
電
影
協
会
の

会
所
が
爆
撃
さ
れ
る
と
、
協
会
は
青
木
関
の
教
育
部
内
に
移
設
さ
れ

た
も
の
の
、
映
画
教
育
行
政
は
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
。
フ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
そ
れ
ほ
ど
機
材
を
要
せ
ず
に
抗
戦
意
識

を
喚
起
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
放
送
教
育
が
再
び
み
な
お
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
九
四

0
年
四
月
、
教
育
部
は
「
改
進
播
音
教
育
雛

法
j

を
発
布
し
た
。
同
法
に
よ
る
と
、
①
放
送
教
育
指
導
区
で
は
指

導
員
一
名
を
巡
回
区
内
の
受
信
機
構
の
指
導
に
あ
た
ら
せ
、
ラ
ジ
オ

受
信
機
を
検
査
し
、
教
育
部
保
管
用
の
月
報
を
作
成
さ
せ
る
、
②
各

級
教
育
視
察
人
員
は
、
放
送
教
育
行
政
及
び
受
信
機
関
の
受
信
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
③
各
省
市
教
育
局
は
、
省
政
府
の
建
設
機
関
と

と
も
に
自
弁
か
、
も
し
く
は
隣
接
省
と
共
同
で
、
乾
電
池
製
造
工
場

を
設
置
し
て
ラ
ジ
オ
の
電
源
を
確
保
す
る
、
④
教
育
部
に
手
動
式
発

電
機
の
製
造
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
各
省
市
が
そ
れ
を
模
倣
し
て

製
造
で
ぎ
る
よ
う
に
設
計
図
を
配
布
し
て
も
ら
う
、
⑤
各
省
市
教
育

局
は
、
関
連
機
関
と
協
力
し
て
放
送
人
員
の
訓
練
班
を
た
ち
あ
げ
る
、

こ
う
し
た
方
針
の
明
示
と
と
も
に
、
各
省
市
に
対
し
て
教
育
部
へ
の

報
告
を
義
務
づ
け
た
の
で
あ
る
（
資
料
①
）
。

つ
づ
い
て
、
一
九
四

0
年
五
月
、
教
育
部
は
、
「
各
省
普
設
収
音
機
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及
運
用
塀
法
」
を
公
布
し
た
。
同
法
は
、
①
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
普
及
は
ま
ず
県
市
ご
と
に
一
台
を
原
則
と
し
、
暫
時
区
郷
鎮
保
に
も
普
及

さ
せ
る
、
②
機
関
団
体
、
個
人
所
有
の
ラ
ジ
オ
を
公
共
の
用
に
提
供
す
る
、
③
各
省
政
府
に
は
五
ヶ
月
を
期
間
と
し
た
受
信
員
訓
練
班
を

設
置
す
る
、
④
経
費
は
中
央
広
播
事
業
管
理
処
の
審
議
を
必
要
と
す
る
、
等
を
規
定
し
た
。
特
に
、
③
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
を
第
一
期

と
し
て
四
川
、
貴
州
、
雲
南
、
映
西
の
四
省
で
、
八
月
を
第
二
期
と
し
て
湖
南
、
湖
北
、
江
西
、
広
東
、
広
西
、
河
南
、
甘
粛
の
七
省
で

訓
練
班
を
設
置
し
、
第
三
期
以
降
は
戦
況
を
み
て
設
置
時
期
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
な
こ
と
は
各
県
市
政
府
に
任
さ
れ
た

が
、
十
八
オ
か
ら
三
十
オ
ま
で
の
初
級
中
学
以
上
程
度
の
学
生
の
う
ち
、
国
語
を
話
せ
、
思
想
が
健
全
な
者
を
試
験
で
ふ
る
い
わ
け
、
訓

練
班
五
十
人
を
一
班
と
し
て
訓
練
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
（
資
料
①
）
。

同
じ
く
一
九
四

0
年
十
一
月
に
は
、
教
育
部
は
専
門
委
員
会
を
た
ち
あ
げ
、
頓
挫
し
つ
つ
あ
っ
た
「
電
化
教
育
」
を
推
進
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
こ
の
電
化
教
育
委
員
会
の
構
成
は
、
中
央
宣
伝
部
、
軍
事
委
員
会
政
治
部
、
三
民
主
義
青
年
団
中
央
宣
伝
処
、
中
央
広

播
事
業
管
理
処
、
中
央
放
送
局
、
中
央
撮
影
場
、
中
国
映
画
製
片
廠
か
ら
各
一
名
、
そ
し
て
映
画
、
放
送
の
技
術
者
と
訓
練
の
専
門

家
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
計
十
七

S
二
十
五
名
に
及
ん
だ
。
教
育
放
送
は
、
『
一
十
九
年
度
教
育
広
播
雛
法
」
に
よ
っ
て
、
中
央
放
送

局
か
ら
毎
週
、
「
教
育
ニ
ュ
ー
ス
」
「
民
衆
文
芸
」
「
青
年
講
座
」
の
三
番
組
を
放
送
し
、
毎
回
十
五
分
、
講
演
は
原
稿
字
数
二
五
〇

0
字
く
ら
い
の
量
で
放
送
さ
れ
た
。

翌
一
九
四
一
年
一
月
以
降
、
中
央
放
送
局
の
「
民
衆
文
芸
」
が
「
公
民
教
育
」
に
変
更
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
火
・
木
・
金
曜

の
五
時
二
十
分
か
ら
十
分
間
は
「
青
年
講
座
」
、
月
・
水
曜
の
六
時
か
ら
十
五
分
間
は
「
教
育
ニ
ュ
ー
ス
「
火
・
木
・
土
曜
の
六
時

か
ら
三
十
分
間
は
「
公
民
教
育
」
番
組
の
ほ
か
、
週
二
回
程
度
の
講
演
放
送
も
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
番
組
の

制
作
は
、
政
府
部
内
の
専
門
委
員
会
が
担
当
し
た
。
た
と
え
ば
、
健
康
は
体
育
教
育
委
員
会
、
衛
生
は
医
学
教
育
委
員
会
、
音
楽
は

音
楽
教
育
委
員
会
、
美
術
は
美
術
教
育
委
員
会
、
公
民
は
訓
練
研
究
委
員
会
、
科
学
・
家
庭
・
教
育
ニ
ュ
ー
ス
は
社
会
教
育
司
、
歴

史
地
理
は
史
地
教
育
委
員
会
、
国
語
は
国
語
推
行
委
員
会
、
児
童
・
青
年
に
つ
い
て
は
国
民
政
府
教
育
司
、
辺
彊
問
題
に
つ
い
て
は
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蒙
蔵
教
育
司
、
戦
区
問
題
に
つ
い
て
は
戦
区
教
育
指
導
委
員
会
が
番
組
制
作
に
携
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
番
組
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て

放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
『
播
音
教
育
月
刊
』
『
播
音
講
演
集
』
『
教
育
播
音
小
叢
書
』
等
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
印
刷
物
が
各
地
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
も
、
教
育
放
送
の
普
及
に
役
立
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
資
料
①
）
。

こ
う
し
て
教
育
放
送
を
中
心
と
し
て
各
機
関
の
統
合
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
地
方
で
も
、
一
九
四
一
年
二
月
、
各
教
育
庁
は
映
画

教
育
服
務
処
と
広
播
教
育
服
務
処
を
合
併
さ
せ
て
電
化
教
育
服
務
処
と
し
、
特
に
巡
廻
服
務
工
作
に
重
点
を
置
い
た
。
七
月
は
、
各

省
の
電
化
教
育
機
関
と
中
央
広
播
事
業
管
理
処
管
轄
下
の
中
央
無
線
電
器
材
廠
が
協
力
し
て
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
や
そ
の
部
品
の
配
給

を
円
滑
に
す
る
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
協
力
関
係
は
、
九
月
施
行
の
「
教
育
部
中
央
広
播
事
業
管
理
処
塀
理
電
播
教
育
合
作
雛

法
」
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
す
る
。
同
法
は
、
教
育
部
と
中
央
広
播
事
業
管
理
処
と
が
合
作
す
る
こ
と
や
、
中
央
放
送
局

の
教
育
番
組
は
両
者
で
協
議
し
て
計
画
す
る
こ
と
等
を
規
定
し
た
（
資
料
①
）
。
分
立
し
て
い
た
放
送
主
管
機
関
の
統
合
が
図
ら
れ
た

こ
と
自
体
、
政
府
が
ラ
ジ
オ
放
送
を
緊
急
か
つ
重
要
な
も
の
だ
と
み
な
し
た
こ
と
の
証
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
面
、
従
来
か
ら
の
放
送
教
育
政
策
が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
も
自
覚
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
と
電

池
は
品
薄
で
、
そ
れ
ら
の
供
給
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
育
部
か
ら
各
省
市
へ
の
補
助
金
の
支
給
は
不
可
欠
だ
っ

た
。
一
九
四
一
年
に
は
、
九
月
に
重
慶
、
四
川
、
江
西
ほ
か
十
一
省
に
計
三
万
八
五

0
0元
、
十
一
月
に
江
西
、
雲
南
、
貴
州
ほ
か

十
省
に
四
万
四

0
0
0元
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
資
金
で
ラ
ジ
オ
の
購
入
や
修
理
、
電
池
の
購
入
を
賄
う
計
画
が
た
て
ら
れ
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
奥
地
や
辺
彊
に
お
け
る
「
電
化
教
育
」
の
普
及
は
予
定
通
り
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
江
西
省
政
府
は
教
育

部
に
対
し
、
一
九
三
九
年
に
省
立
民
衆
教
育
館
施
教
処
、
省
立
商
業
職
業
学
校
、
省
立
樟
樹
中
学
、
省
立
韓
県
中
学
に
直
流
式
真
空

管
七
本
搭
載
す
る
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
設
置
、
三
十
の
学
校
に
一
・
五
＞
円
形
電
池
、
四
・
五
＞
方
形
電
池
の
配
給
の
た
め
の
補
助
経

費
を
申
請
し
た
。
翌
年
に
も
、
教
育
部
に
直
流
式
四
十
台
、
電
池
七
十
セ
ッ
ト
の
無
料
補
助
の
補
助
経
費
を
申
告
し
た
。
し
か
し
、

江
西
省
に
戦
火
が
及
ぶ
と
、
学
校
は
南
昌
、
樟
樹
に
移
転
し
た
が
、
同
地
で
は
交
流
式
ラ
ジ
オ
は
使
え
ず
、
直
流
式
も
移
転
の
際
に
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こ
わ
れ
て
し
ま
い
、
放
送
工
作
は
頓
挫
し
た
の
で
あ
る
（
資
料
①
）
。

た
だ
し
戦
時
下
の
「
電
化
教
育
」
は
、
地
域
に
よ
っ
て
進
行
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
な
か
に
は
例
外
的
に
そ
の
活
動
を
活
発
化
さ

せ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
福
建
省
で
は
、
一
九
四
一
年
一
月
、
広
播
教
育
服
務
処
が
改
組
さ
れ
た
の
ち
、
省
都
は
永

安
、
福
州
、
南
平
を
転
々
と
し
た
が
、
省
政
府
自
ら
「
製
茶
」
「
武
夷
山
」
を
撮
影
し
た
ほ
か
、
毎
月
七
、
八
回
ほ
ど
民
衆
、
労
働

者
、
三
民
主
義
青
年
団
ら
を
対
象
と
し
た
上
映
講
演
会
を
開
い
た
。
ま
た
、
広
西
省
で
は
、
一
九
四

0
年
七
月
に
映
画
教
育
巡
廻
施

教
隊
、
放
送
教
育
巡
廻
施
教
隊
、
収
音
室
を
統
合
し
て
電
化
教
育
服
務
処
を
成
立
さ
せ
、
省
内
を
桂
林
区
、
平
楽
区
、
柳
州
区
ほ
か

六
つ
の
電
化
教
育
区
に
映
画
隊
を
発
足
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
講
習
班
の
開
催
、
江
蘇
省
立
教
育
学
院
夏
期
講
習
班
で
の
研
修
等
を

通
じ
て
、
収
音
人
員
を
訓
練
し
た
。
彼
ら
は
、
訓
練
終
了
後
、
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ロ
ー
マ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
ド

ニ
ー
、
東
京
、
台
北
の
ほ
か
、
陥
落
し
た
南
京
、
広
州
、
漢
口
の
学
校
等
で
放
送
傍
受
に
携
わ
っ
た
と
い
う
（
資
料
①
）
。

四
、
大
戦
下
の
巡
廻
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

一
九
四
一
年
十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
起
こ
る
と
、
「
電
化
教
育
」
は
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
軍
の
侵
攻

に
よ
り
、
香
港
分
会
は
活
動
の
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
分
会
も
マ
ラ
ヤ
分
会
に
拡
大
改
組
さ
れ
る
べ
く
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
の
攻
撃
を
受
け
て
準
備
会
も
解
散
に
追
い
や
ら
れ
た
（
中
国
教
育
電
影
協
会
総
務
組
一
九
四
四
ぃ
一
五
）
。
戦

局
の
悪
化
と
と
も
に
、
「
電
化
教
育
」
の
あ
り
方
は
再
び
練
り
直
す
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

巡
廻
工
作
へ
の
傾
斜

中
国
沿
海
部
で
の
海
上
輸
送
が
困
難
に
な
る
と
、
教
育
フ
ィ
ル
ム
の
輸
入
も
途
絶
え
た
。
そ
こ
で
国
産
映
画
制
作
が
再
び
重
視
さ
れ
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る
こ
と
に
な
り
、

l

九
四
二
年

1

月
に
教
育
部
中
華
教
育
映
画
製
片
廠
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
指
導
委
員
会
の
主
任
は
陳
果
夫
、
委
員
に

は
何
応
欽
ら
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
政
府
の
力
の
入
れ
具
合
が
わ
か
る
。
同
廠
は
、
毎
月
学
校
教
育
用
、
社
会
教
育
用
の
サ
イ
レ
ン
ト
・

フ
ィ
ル
ム
各
一
本
と
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
た
教
材
や
教
授
法
を
作
成
す
る
計
画
を
た
て
た
（
『
教
育
部
中
華
教
育
電
影
製
片
廠
概
況
』
一
九
四
二
年
）
。

同
年
五
月
、
教
育
部
は
、
国
産
の
教
育
映
画
等
を
利
用
し
て
各
地
で
の
巡
廻
上
映
を
強
化
す
る
た
め
に
、
電
化
教
育
施
教
団
体

を
改
組
し
て
、
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
を
成
立
さ
せ
た
。
首
都
重
慶
一
帯
で
は
、
教
育
部
の
下
に
設
置
さ
れ
た
社
会
教
育
司
電
教

隊
、
川
康
公
路
線
社
会
教
育
工
作
隊
、
西
北
公
路
線
社
会
教
育
工
作
隊
、
中
華
教
育
映
画
製
片
廠
電
教
隊
、
国
立
社
会
教
育
学
院
電

教
隊
が
活
動
し
、
こ
れ
ら
の
工
作
隊
は
、
十
二
月
ま
で
の
八
ヶ
月
問
、
六
十
ニ
ヶ
所
を
巡
回
し
、
九
十
六
回
の
上
映
及
び
講
演
を
お

こ
な
っ
た
。
そ
の
際
、
一
人
あ
た
り
の
費
用
負
担
は
わ
ず
か
一
角
一
分
だ
っ
た
の
で
、
参
加
者
は
合
計
五
十
七
万
五
四
七

0
人
に
の

ぼ
っ
た
（
資
料
①
）
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
教
室
の
よ
う
な
閉
じ
ら
れ
た
空
間
で
実
施
さ
れ
て
い
た
活
動
と
比
べ
て
も
、
は
る
か
に
多

様
な
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
動
員
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
四
二
年
の
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
重
慶
市
街
区
、
巴
県
、
北
硝
、
璧
山
、
南
温
泉
等
で
は
、
夜
の
六
時
か
ら
十
時
く
ら

い
ま
で
電
化
教
育
夜
会
な
る
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
特
に
中
央
放
送
局
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
放
送
、
社
会
教
育
拡
大

運
動
週
に
関
す
る
番
組
等
に
あ
わ
せ
て
、
こ
の
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
夜
会
は
合
計
三
十
五
回
開
催
さ
れ
、
受
講
者
は
延
べ

十
八
万
二

0
0
0人
に
の
ぼ
っ
た
。
活
動
の
大
半
は
、
映
画
の
上
映
や
ス
ラ
イ
ド
映
写
、
講
演
、
歌
曲
の
朗
唱
だ
っ
た
。
特
に
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
む
の
が
、
一
九
四
二
年
十
一
月
に
開
か
れ
た
教
育
部
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
そ
の
内
容

は
、
①
抗
戦
画
展
、
連
合
国
報
道
写
真
等
の
展
覧
、
②
陳
立
夫
に
よ
る
「
社
会
教
育
工
作
人
員
の
共
通
目
標
」
等
の
講
演
放
送
、
③

「
国
歌
」
「
服
従
領
袖
之
歌
」
「
新
生
活
運
動
歌
」
「
好
家
庭
歌
」
「
あ
な
た
は
中
華
民
国
の
人
？
（
作
是
否
中
華
国
民
？
）
」
「
大
軍
行
進

曲
]
「
節
倹
歌
」
[
前
進
」
「
注
音
宇
母
歌
」
等
の
歌
曲
ヽ
④
国
楽
面
川
将
軍
合
恋
芳
春
ヽ
歩
歩
高
等
Y

西
洋
音
楽
（
蒋
委
員
長
行
進
曲
ヽ

真
忠
報
国
、
米
軍
行
進
曲
）
等
の
器
楽
曲
、
⑤
「
北
風
典
太
陽
」
と
い
っ
た
物
語
、
⑥
「
あ
な
た
の
心
（
祢
的
心
）
」
「
大
樹
]
「
乗
船
」
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等
の
朗
読
、
⑦
「
児
童
会
話
」
「
な
ぜ
？
（
為
甚
麿
？
）
」
等
の
話
劇
、
⑧
「
社
教
運
動
標
語
」
「
領
袖
肖
像
」
等
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

⑨
ジ
ャ
ワ
、
ハ
ワ
イ
、
バ
リ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
紹
介
映
画
の
上
映
、
と
い
っ
た
多
彩
な
内
容
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
十
一
月
に
も
七
回
開
催
さ
れ
、
合
計
四
万
九
三

0
0人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
（
資
料
①
）
。

こ
の
ほ
か
、
広
西
、
広
東
、
雲
南
、
福
建
、
江
西
、
四
川
等
十
九
省
に
わ
た
っ
て
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
が
活
動
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
省
都
に
限
ら
れ
も
の
だ
っ
た
（
資
料
①
）
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
に
よ
る
活
動
は
、
多
様
な
オ
ー
デ
ィ

ェ
ン
ス
を
巻
き
込
む
と
い
う
重
慶
国
民
政
府
の
政
策
を
具
体
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
政
権
の
威
信
を
末
端
に
浸
透
さ
せ
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
喚
起
を
促
そ
う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
教
育
部
は
一
九
四
三
年
十
月
に
各
省
市
教
育
庁
の
電
化
教
育
服
務
処
等
を
電
化
教
育
輔
導
処
に
改
組

し
、
こ
れ
を
社
会
教
育
科
長
が
兼
任
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
四
川
、
雲
南
、
広
西
、
江
西
、
湖
南
、

浙
江
、
福
建
、
広
東
、
寧
夏
、
新
彊
等
で
は
省
政
府
が
電
化
教
育
輔
導
処
へ
の
改
組
を
実
現
し
、
各
々
一
＼
二
の
電
化
教
育
巡
廻
工

作
隊
を
お
い
た
。
西
康
省
で
は
、
一
九
四
三
年
十
一
月
か
ら
七
ヶ
月
間
、
計
十
九
回
、
九
十
三
本
の
教
育
映
画
を
上
映
し
、
そ
の
参

加
者
は
中
学
生
六
五

0
名
、
小
学
生
三
一
七
五
名
、
民
衆
一
万
三
八
八
名
、
民
エ
六

0
0名
、
大
衆
四
九
五
名
、
非
識
字
者
四
〇

七
三
名
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
、
計
二
万
名
弱
に
及
ぶ
地
域
住
民
を
動
員
で
き
た
こ
と
は
少
な
い
数
で
は
な
か
っ
た
（
資
料

①)。た
だ
大
半
の
地
域
で
は
、
電
化
教
育
輔
導
処
に
改
組
す
る
余
力
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
四
年
に
な
る
と
、
「
電
化
教
育
」
に
は
資

金
不
足
等
の
深
刻
な
問
題
が
起
こ
り
、
教
育
部
社
会
司
に
よ
る
上
映
は
当
面
重
慶
市
一
帯
に
限
る
こ
と
と
な
っ
た
（
資
料
①
）
。
そ
こ

で
、
七
月
金
陵
大
学
理
学
院
は
、
重
慶
市
内
の
各
機
関
及
び
工
場
と
連
合
し
て
教
育
映
画
上
映
網
を
組
織
し
、
抗
戦
建
国
を
効
率
的

に
強
化
す
る
た
め
に
、
戦
時
ニ
ュ
ー
ス
、
科
学
映
画
、
教
育
映
画
を
、
同
一
機
関
で
六
回
上
映
し
た
（
資
料
③
）
。
こ
れ
は
、
理
学
院

と
重
慶
の
各
機
関
と
の
連
携
を
は
か
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
施
教
の
対
象
外
で
あ
っ
た
工
場
労
働
者
へ
の
働
き
か
け
を
ね
ら
っ
た

第 1部 戦争とラジオ 142 



表3 金陵大学理学院教育映画上映統計 (1944年）

1月 2月 3月 4月 5月 計

教室放映
回数 I I 14 7 13 36 

人数 15 45 274 128 205 667 

映画教育
回数 2 I 5 3 4 15 

人数 60 99 307 228 297 991 

回数 I I 
大学上映

人数 600 600 

回数 I I I 2 5 
露天上映

人数 15,000 4,500 5,000 14,000 38,500 

特別上映
回数 12 11 18 18 23 82 

人数 6,085 5,293 14,582 20,828 17,171 63,959 

回数 2 3 2 7 
放送サービス

人数 23,000 34,900 5,010 62,9IO 

回数 2 I 3 
県、郷村上映

人数 106 710 816 

その他
回数 3 11 8 ， ， 40 

人数 42 78 21 241 51 433 

総計
回数 21 25 49 42 52 189 

人数 29,802 20,515 54,584 32,145 31,830 168,876 

注：数値と合計があわない場合、数値を重視した。

出典：『電影輿教育』第3巻第5期、金陵大学理学院、 1944年6月

も
の
だ
っ
た
。

一
九
四
四
年
の
上
半
期
に
お
け
る
理
学
院
の
活
動
と
し
て
は
、
教
室
や
大
学
等
の
教
育
機
関
に
お
け
る
上
映
よ
り
も
、

露
天
上
映
、
特
別
上
映
、
放
送
サ
ー
ビ
ス
等
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
う
が
観
衆
を
集
め
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
‘
[
電
化
教
育
」
の
対

象
が
も
は
や
学
生
だ
け
で
な
く
、
一
般
民
衆
や
工
場
労
働
者
を
対
象
と
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
傾
向
は
重
慶
市
内
に
限
ら
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
郊
外
の
県
や
郷
で
は
上
映
会
が
ほ
と
ん

ど
開
催
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
実
際
湖
北
省
で

は
、
一
九
四
四
年
三
月
ご
ろ
に
は
、
教
育
文
化
費

が
欠
乏
し
、
技
術
人
員
も
不
足
し
た
た
め
、
電
化

教
育
用
の
教
材
の
運
搬
が
困
難
に
な
り
、
お
ま
け

に
旅
費
・
運
送
費
が
高
騰
し
、
「
電
化
教
育
」
は

停
頓
し
た
。
同
年
末
、
教
育
部
か
ら
補
助
金
を
得

て
、
よ
う
や
く
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
の
活
動
が

再
開
さ
れ
た
が
、
実
際
の
状
況
は
楽
観
視
で
ぎ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
（
資
料
①
）
。
た
と
え
ば
、
安

く
な
っ
た
ほ
か
、

徽
省
で
は
、
一
九
四
三
年
の
戦
闘
の
際
に
ラ
ジ
オ

受
信
機
は
破
壊
さ
れ
、
「
電
化
教
育
」
は
停
止
し

て
し
ま
っ
た
。
浙
江
省
で
は
、
人
員
が
内
陸
へ
移

動
し
た
た
め
、
「
電
化
教
育
」
の
担
い
手
が
い
な

ガ
ソ
リ
ン
代
も
高
騰
し
た
し
、
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数
少
な
い
映
画
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
故
障
し
た
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
修
理
も
で
き
ず
、
新
し
く
買
う
店
も
な
く
、

お
ま
け
に
電
池
代
も
高
く
な
っ
て
問
題
は
山
積
み
と
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
対
象
が
一
部
地
域
で
変
化
し
た
こ

と
は
、
「
電
化
教
育
」
が
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
一
環
で
は
な
く
、
地
域
の
民
衆
教
化
を
目
的
と
し
た
大
衆
動
員
の
手
段
と
み
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
教
育
の
質
的
変
化
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ヘ
の
政
策
推
進

奥
地
で
の
「
電
化
教
育
」
の
推
進
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
重
慶
国
民
政
府
へ
の
地
域
統
合
策
の
一
環
と
し
て
の
意
味
あ
い
が
強

か
っ
た
。
甘
粛
省
で
は
、
一
九
四
二
年
辺
彊
工
作
の
た
め
に
巡
廻
映
画
上
映
隊
、
歌
剌
団
を
派
遣
し
、
国
歌
発
揚
、
政
情
講
釈
、
内

向
き
の
統
合
精
神
の
発
揚
が
唱
え
ら
れ
た
（
資
料
①
）
。
翌
年
十
二
月
ご
ろ
か
ら
は
、
教
育
部
西
北
公
路
社
会
教
育
工
作
隊
が
、
甘
粛

ー
青
海
、
甘
粛
ー
新
彊
を
結
ぶ
道
路
沿
線
に
分
隊
を
派
遣
し
、
漢
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
ハ
ザ
ッ
ク
人
等
の
教
化
が
試

み
ら
れ
た
（
資
料
⑦
二
五
）
。
雲
南
省
の
電
教
施
教
区
域
は
、
漢
西
区
、
演
東
区
、
瀧
中
区
に
分
け
て
い
た
。
大
理
を
含
む
潰
西
区
は

民
族
構
成
が
複
雑
だ
っ
た
た
め
、
省
政
府
は
一
九
三
七
年
以
来
毎
年
巡
廻
教
育
隊
を
派
遣
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
二
年
ニ

月
か
ら
七
月
の
間
に
合
計
二
十
四
の
県
を
巡
り
、
ス
ラ
イ
ド
や
映
画
の
上
映
、
講
演
、
歌
謡
等
の
催
し
を
一
八
六
回
も
開
催
し
、
延

ベ
三
十
六
万
人
あ
ま
り
が
動
員
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
上
映
さ
れ
た
も
の
に
は
、
「
米
国
海
軍
陸
戦
隊
」
「
米
国
総
動
員
」
「
英
国
特
殊

遊
撃
隊
」
等
の
輸
入
フ
ィ
ル
ム
ニ
十
八
巻
も
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
年
末
に
は
、
宣
伝
部
の
方
針
に
基
づ
き
、
タ
イ
族
の
分
離
主
義
運
動
が
活
発
だ
っ
た
潰
南
区
に
も
、
巡
廻
映
画
上

映
隊
、
歌
剌
団
が
派
遣
さ
れ
、
国
家
意
識
の
向
上
、
政
情
の
安
定
等
、
中
華
精
神
を
扶
植
す
る
よ
う
な
工
作
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
一
九
四
五
年
三
月
に
は
資
金
不
足
に
陥
っ
て
、
「
電
化
教
育
」
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
（
資
料
①
）
。

教
育
部
は
、
こ
う
し
た
各
地
の
情
況
に
対
処
す
べ
く
、
一
九
四
四
年
十
二
月
「
電
化
教
育
実
施
要
点
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
目
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戦
後
、
国
民
政
府
が
推
進
し
よ
う
と
し
た
「
電
化
教
育
」
は
、
戦
中
の
。
フ
ラ
ン
を
継
承
し
つ
つ
、
旧
満
洲
国
や
、
沿
海
地
域
の
油

陥
区
に
ま
で
拡
大
す
る
全
国
的
な
規
模
を
備
え
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
一
九
四
六
年
三
月
、
河
北
省
で
は
教
育
部
か
ら
一
―
二
元
の
予
算
を
う
け
て
、
教
育
庁
巡
廻
教
学
団
の
暫
定
的
管
理

の
も
と
に
、
通
県
、
愴
県
、
石
門
、
楊
村
の
四
つ
の
民
衆
教
育
館
を
中
心
に
電
化
教
育
工
作
が
再
開
さ
れ
た
（
資
料
①
）
。
こ
の
こ
ろ

に
は
、
戦
前
に
は
ほ
と
ん
ど
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
教
育
放
送
局
、
教
育
映
画
院
等
も
設
置
さ
れ
始
め
た
。
さ
ら
に
、
終
戦
後
二
年
間

の
う
ち
に
、
政
策
の
対
象
は
都
市
か
ら
農
村
に
拡
大
し
た
た
め
、
農
村
電
化
教
育
施
教
団
の
構
想
も
た
て
ら
れ
た
。
た
だ
、
終
戦
直

後
、
こ
う
し
た
活
動
は
政
治
色
が
抑
え
ら
れ
、
啓
蒙
活
動
を
促
す
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
第
二
歴
史
構
案
館

が
所
蔵
す
る
文
書
を
み
て
も
、
放
送
行
政
自
体
は
、
国
民
党
や
宣
伝
部
の
影
響
が
後
退
し
、
代
わ
っ
て
交
通
部
が
主
管
官
庁
に
な
っ

お
わ
り
に
|
|
戦
後
の
電
化
教
育
政
策

標
は
、
「
民
族
意
識
や
国
家
観
念
を
育
成
し
、
政
治
意
識
を
高
め
、
生
産
能
力
を
増
加
さ
せ
、
良
い
娯
楽
を
奨
励
す
る
」
こ
と
に
お

か
れ
、
電
化
教
育
輔
導
処
の
指
導
、
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
や
教
育
放
送
局
の
設
置
、
民
衆
教
育
館
、
公
私
立
中
等
学
校
、
師
範

学
院
等
に
お
け
る
公
開
放
送
の
実
施
、
図
書
館
、
体
育
館
等
の
社
会
教
育
機
関
に
お
け
る
「
電
化
教
育
」
の
推
進
等
が
奨
励
さ
れ

た
（
資
料
①
）
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る
方
策
と
し
て
、
金
陵
大
学
理
学
院
、
中
国
地
方
建
設
研
究
所
、
中
華
教
育
電
影
製
片
廠
、
中
国

西
部
科
学
博
物
館
、
中
国
科
学
社
の
五
つ
の
学
術
機
関
が
連
携
し
て
北
硝
教
育
映
画
院
を
設
立
す
る
と
い
う
上
申
書
を
北
硝
管
理
局

に
送
っ
た
（
資
料
④
）
。
こ
の
。
フ
ラ
ン
は
戦
中
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
戦
後
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
争
終
結
ま
で
、

「
電
化
教
育
」
の
推
進
を
め
ぐ
っ
て
は
、
。
フ
ラ
ン
の
作
成
に
と
ど
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
、
な
か
な
か
予
定
通
り
に
進

ま
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
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一
九
四
六
年
三
月
蒋
介
石
が
双
十
協
定
の
破
棄
を
宣
言
す
る
と
、
国
内
情
勢
は
再
び
急
転
換
し
、
中
国
共
産
党
と
の

対
立
が
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
ふ
ま
え
、
国
民
政
府
は
「
電
化
教
育
」
を
啓
蒙
的
な
教
育
か
ら
、
「
反
共

救
国
」
の
。
フ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
資
料
⑤
）
。
国
共
内
線
後
成
立
し
た
中
華
人
民
共
和

国
政
府
は
、
「
電
化
教
育
」
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
と
内
容
を
も
つ
も
の
に
変
容
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
の
検
証
は
依
然
課
題
で
あ

り
つ
づ
け
て
い
る
。

参
考
資
料

資
料
①
中
国
第
二
歴
史
棉
案
館
・
教
育
部
櫓
案
（
全
宗
号
五
）

資
料
②
重
慶
市
福
案
館
・
国
立
中
央
工
業
専
科
職
業
学
校
樅
案
（
全
宗
号

0
―
二
六
）

資
料
③
重
慶
市
橿
案
館
・
聯
勤
総
部
汽
車
棉
案
（
全
宗
号

0
ニ
―
四
）

資
料
④
重
慶
市
樅
案
館
・
北
陪
管
理
局
樅
案
（
全
宗
号

0
0八
一
）

資
料
⑤
重
慶
市
橘
案
館
・
重
慶
市
教
育
局
構
案
（
全
宗
号

0
0六
五
）

資
料
⑥
『
中
央
電
影
検
査
委
員
会
公
報
』

資
料
⑦
『
電
影
輿
播
音
』
第
三
巻
第
一
期
、

参
考
文
献

文
部
省
普
通
学
務
局
社
会
教
育
課
編
『
映
画
教
育
』
（
東
洋
図
書
株
式
合
資
会
社
、
一
九
二
八
年
）

中
国
教
育
電
影
協
会
総
務
組
「
中
国
教
育
電
影
協
会
概
況
（
自
二
十
七
年
二
月
至
三
十
二
年
十
一
月
）
」
（
『
電
影
輿
播
音
』
第
三
巻
第
一
期
、

『
教
育
部
中
華
教
育
電
影
製
片
廠
概
況
』
（
南
京
図
書
館
歴
史
文
献
部
所
蔵
、
一
九
四
二
年
）

※
本
書
末
尾
「
文
献
リ
ス
ト
」
も
参
照

と
こ
ろ
が ヽ

た
こ
と
も

そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

一
九
四
四
年

一
九
四
四
年
）
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